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(57)【要約】
【課題】本発明は、ＶＲ型レゾルバの輪状ロータコア構 
造におけるレゾルバ用ロータコアを作るための材料の無 
駄をなくすことである。
【解決手段】本発明によるＶＲ型レゾルバの輪状ロータ 
コア構造は、複数のロータコア片（１ａ）を積層させ、 
外周に軸倍角ｎＸを得るための山形部（２）を有してな 
るレゾルバ用ロータコア（１）からなるＶＲ型レゾルバ 
の輪状ロータコア構造において、前記レゾルバ用ロータ 
コア（１）は、所定角度毎に分割された複数個の分割ロ 
ータコア（２０）と、前記各分割ロータコア(２０)の両 
側面(４０、４１)に形成され、互いに異なる形状からな 
る第１、第２接続部(２１、２２)と、からなり、互いに 
隣接する前記各分割ロータコア(２０)は、互いに隣接す 
る前記第１、第２接続部(２１、２２)が接続されている 
ことにより、前記レゾルバ用ロータコア(１)が形成され 
ている構成である。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全7頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の ロ ー タ コ ア 片 （ １ ａ ） を 積 層 さ せ 、 外 周 に 軸 倍 角 ｎ Ｘ を 得 る た め の 山 形 部 （ ２ ） を  
有 し て な る レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア （ １ ） か ら な る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 に  
お い て 、
前 記 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア （ １ ） は 、 所 定 角 度 毎 に 分 割 さ れ た 複 数 個 の 分 割 ロ ー タ コ ア （  
２ ０ ） と 、 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ( ２ ０ ) の 両 側 面 ( ４ ０ 、 ４ １ ) に 形 成 さ れ 、 互 い に 異 な る  
形 状 か ら な る 第 １ 、 第 ２ 接 続 部 ( ２ １ 、 ２ ２ ) と 、 か ら な り 、
互 い に 隣 接 す る 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ( ２ ０ ) は 、 互 い に 隣 接 す る 前 記 第 １ 、 第 ２ 接 続 部 (  
２ １ 、 ２ ２ ) が 接 続 さ れ て い る こ と に よ り 、 前 記 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア ( １ ) が 形 成 さ れ て  
い る こ と を 特 徴 と す る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア の 外 周 面 は 、 １ 個 の み の 山 形 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １  
記 載 の Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 接 続 部 は 凸 部 よ り な り 、 前 記 第 ２ 接 続 部 は 凹 部 よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ 又 は ２ 記 載 の Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 に 関 し 、 特 に 、 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア を  
複 数 個 の 分 割 ロ ー タ コ ア で 構 成 す る こ と に よ り 、 ロ ー タ コ ア 片 を 打 ち 抜 く 時 に 回 転 軸 用 孔  
と し て の 丸 孔 を 直 接 形 成 す る こ と が な く 、 フ ー プ 材 等 の 材 料 の 無 駄 （ 廃 棄 材 料 ） を 少 な く  
す る た め の 新 規 な 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 用 い ら れ て い た こ の 種 の Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の ロ ー タ コ ア と し て は 、 一 般 に 、 図 ４ 及 び  
図 ５ の 構 成 が 多 用 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 図 ４ で 示 さ れ る レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア １ は 、 ５ 個 の 山 形 部 ２ か ら な り 、 軸 倍 角  
Ｘ が ５ Ｘ か ら な る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア １ は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 フ ー プ 材 （ 図 示 せ ず ） か ら 打 ち  
抜 か れ 、 図 ４ と 同 じ 平 面 形 状 か ら な る 多 数 の ロ ー タ コ ア 片 １ ａ を 転 積 し て 積 み 重 ね て 形 成  
さ れ て い る 。
前 記 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア １ の 軸 心 Ｐ に は 、 こ の 軸 心 Ｐ を 回 転 中 心 と す る 回 転 軸 １ ０ を 貫  
通 さ せ る た め の 回 転 軸 用 孔 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 他 の 従 来 構 成 と し て は 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ の 構 成 を 挙 げ る こ と が で き る が 、 何 れ も  
、 本 願 の よ う な ロ ー タ で は な く 、 分 割 ス テ ー タ に 関 す る 構 成 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ８ ９ ２ ９ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ６ ９ ７ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
従 来 構 成 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い た た め 、 次 の よ う な 課 題 が 存 在 し て い た 。
す な わ ち 、 図 ４ 及 び 図 ５ で 示 さ れ る 構 成 に お い て は 、 そ の 軸 心 Ｐ に は 回 転 軸 用 孔 １ １ が 形  
成 さ れ て い る た め 、 電 磁 鋼 板 の フ ー プ 材 か ら ロ ー タ コ ア 片 １ ａ を プ レ ス で 打 ち 抜 く と 、 こ  
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の 回 転 軸 用 孔 １ １ に 相 当 す る 部 分 は そ の ま ま 捨 て る こ と に な り 、 材 料 の 使 用 効 率 か ら 考 え  
る と 、 非 効 率 で 、 か つ 、 無 駄 で あ っ た 。
ま た 、 他 の 特 許 文 献 １ 、 ２ に 開 示 さ れ た 構 成 は モ ー タ と レ ゾ ル バ の ス テ ー タ に 関 す る も の  
で 、 Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 軸 倍 角 ｎ Ｘ の ロ ー タ に 関 す る 構 成 は 何 ら 開 示 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 特 に 、 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ  
コ ア を 複 数 の 分 割 ロ ー タ コ ア で 構 成 す る こ と に よ り 、 ロ ー タ コ ア 片 を 打 ち 抜 く 時 に 回 転 軸  
用 孔 と し て の 丸 孔 を 直 接 形 成 す る こ と は な く 、 フ ー プ 材 等 の 材 料 の 無 駄 （ 廃 棄 材 料 ） を 少  
な く す る よ う に し た Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ 構 造 は 、 複 数 の ロ ー タ コ ア 片 を 積 層 さ せ 、 外 周  
に 軸 倍 角 ｎ Ｘ を 得 る た め の 山 形 部 を 有 し て な る レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア か ら な る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ  
ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 に お い て 、 前 記 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア は 、 所 定 角 度 毎 に 分 割 さ  
れ た 複 数 個 の 分 割 ロ ー タ コ ア と 、 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア の 両 側 面 に 形 成 さ れ 、 互 い に 異 な  
る 形 状 の 第 １ 、 第 ２ 接 続 部 と 、 か ら な り 、 互 い に 隣 接 す る 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア は 、 互 い  
に 隣 接 す る 前 記 第 １ 、 第 ２ 接 続 部 が 接 続 さ れ て い る こ と に よ り 、 前 記 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ  
ア が 形 成 さ れ て い る 構 成 で あ り 、 ま た 、 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア の 外 周 面 は 、 １ 個 の み の 前  
記 山 形 部 を 有 す る 構 成 で あ り 、 ま た 、 前 記 第 １ 接 続 部 は 凸 部 よ り な り 、 前 記 第 ２ 接 続 部 は  
凹 部 よ り な る 構 成 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に よ る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 は 、 以 上 に よ う に 構 成 さ れ て い る た め  
、 次 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
す な わ ち 、 複 数 の ロ ー タ コ ア 片 を 積 層 さ せ 、 外 周 に 軸 倍 角 ｎ Ｘ を 得 る た め の 山 形 部 を 有 し  
て な る レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア か ら な る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 に お い て 、 前  
記 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア は 、 所 定 角 度 毎 に 分 割 さ れ た 複 数 個 の 分 割 ロ ー タ コ ア と 、 前 記 各  
分 割 ロ ー タ コ ア の 両 側 面 に 形 成 さ れ 、 互 い に 異 な る 形 状 の 第 １ 、 第 ２ 接 続 部 と 、 か ら な り  
、 互 い に 隣 接 す る 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア は 、 互 い に 隣 接 す る 前 記 第 １ 、 第 ２ 接 続 部 が 接 続  
さ れ て い る こ と に よ り 、 前 記 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 ｎ Ｘ の  
軸 倍 角 を 有 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 フ ー プ 材 の 材 料 倹 約 を す る こ と が で き る 。
ま た 、 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア の 外 周 面 は 、 １ 個 の み の 山 形 部 を 有 す る こ と に よ り 、 ｎ Ｘ の  
軸 倍 角 を 正 確 に 作 る こ と が で き る 。
ま た 、 前 記 第 １ 接 続 部 は 凸 部 よ り な り 、 前 記 第 ２ 接 続 部 は 凹 部 よ り な る こ と に よ っ て 、 各  
分 割 ロ ー タ コ ア を 真 円 の 輪 状 に 簡 単 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 の 組 立 完 成 後 の  
状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア を ５ 個 に 等 分 割 し た 組 立 前 の 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ  
る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 分 割 ロ ー タ コ ア の 矢 視 Ａ 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 は 、 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア を 複 数 の 分  
割 ロ ー タ コ ア で 構 成 す る こ と に よ り 、 ロ ー タ コ ア 片 を 打 ち 抜 く 時 に 回 転 軸 用 孔 と し て の 丸  
孔 を 直 接 形 成 す る こ と が な く 、 フ ー プ 材 等 の 材 料 の 無 駄 （ 廃 棄 材 料 ） を 少 な く す る こ と が  
で き る 。
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【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
以 下 、 図 面 と 共 に 本 発 明 に よ る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 の 好 適 な 実 施 の 形 態  
に つ い て 説 明 す る 。
尚 、 従 来 例 と 同 一 又 は 同 等 部 分 に は 、 同 一 符 号 を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ で は 、 ５ 個 の 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ を 互 い に 一 体 状 に 接 続 し て 輪 状 の レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ  
コ ア １ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ の 両 側 面 で あ る 第 １ 、 第  
２ 側 面 ４ ０ 、 ４ １ に 形 成 さ れ 互 い に 異 な る 形 状 の 第 １ 、 第 ２ 接 続 部 ２ １ 、 ２ ２ が 互 い に 係  
合 し て 接 続 さ れ る こ と に よ っ て 輪 状 の レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア １ が 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 前  
記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ は 、 図 １ の よ う に 、 レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア １ を 所 定 角 度 毎 に 分 割  
し て 得 ら れ て い る 。
前 記 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ は 、 そ の 軸 心 Ｐ を 回 転 中 心 と す る 回 転 軸 用 孔 １ １ を 形 成 す る た め  
の 一 部 １ ｂ を 有 し て お り 、 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ を 輪 状 に 接 続 し た 後 に 形 成 さ れ る 前  
記 回 転 軸 用 孔 １ １ 内 に は 、 レ ゾ ル バ の ユ ー ザ ー 側 で 使 用 す る 回 転 軸 （ 図 示 せ ず ） が 挿 入 さ  
れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ の 外 周 に は 、 軸 倍 角 Ｘ が ５ Ｘ と な る よ う に 、 １ 個 の み の 山 形 部  
２ が 形 成 さ れ て い る が 、 こ の 山 形 部 ２ の 数 を 複 数 と す る こ と も で き る 。
ま た 、 図 ２ に お い て 、 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ の 各 側 面 ４ ０ 、 ４ １ で あ る 第 １ 側 面 ４ ０  
及 び 第 ２ 側 面 ４ １ に は 、 前 記 第 １ 接 続 部 ２ １ 及 び 第 ２ 接 続 部 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
前 記 第 １ 側 面 ４ ０ の 第 １ 接 続 部 ２ １ は 、 凸 部 ４ ２ か ら 構 成 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ 側 面 ４ １  
の 第 ２ 接 続 部 ２ ２ は 、 凹 部 ４ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ は 、 全 て 同 一 形 状 で 構 成 さ れ 、 前 述 の 第 １ 、 第 ２ 側 面 ４ ０ 、 ４  
１ 、 第 １ 、 第 ２ 接 続 部 ２ １ 、 ２ ２ 、 凸 部 ４ ２ 及 び 凹 部 ４ ３ を 共 通 し て 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
従 っ て 、 互 い に 隣 接 す る 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ は 、 互 い に 隣 接 す る 前 記 各 接 続 部 ２ １  
、 ２ ２ を 接 続 す る こ と に よ っ て 、 図 １ に 示 さ れ る よ う な 輪 状 の レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア １ を  
得 る こ と が で き る 。
ま た 、 図 ３ で 示 さ れ る 構 成 は 、 図 ２ の １ 個 の 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ を 矢 印 Ａ の 位 置 か ら 見 た  
状 態 （ 矢 視 Ａ ） と し て 、 示 し て お り 、 前 記 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ を 構 成 す る た め に 積 層 さ れ  
た 多 数 の ロ ー タ コ ア 片 １ ａ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ に お い て 、 前 記 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ の 右 側 に 形 成 さ れ た 第 １ 側 面 ４ ０ （ 第 １ 接 続 部 ２  
１ 、 凸 部 ４ ２ ） が 示 さ れ て い る が 、 凸 部 ４ ２ の 位 置 が 凹 部 ４ ３ と 入 れ 替 っ て 形 成 さ れ た 場  
合 に は 、 第 １ 側 面 ４ ０ の 位 置 が 図 ３ と は 逆 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 述 の 図 ３ の 矢 視 Ａ 図 は 、 図 ２ の 矢 印 Ａ か ら み た 図 で あ る が 、 こ の 矢 印 Ａ は 、 前 記 分 割 ロ  
ー タ コ ア ２ ０ の 山 形 部 ２ の 長 さ Ｌ の 中 心 位 置 に 位 置 し て い る 。
従 っ て 、 前 記 各 分 割 ロ ー タ コ ア ２ ０ は 、 こ の 山 形 部 ２ の 前 記 中 心 位 置 （ 矢 印 Ａ の 位 置 に 相  
当 ） で レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア １ を 等 分 割 し て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 レ ゾ ル バ 用 ロ ー  
タ コ ア １ に お け る 前 記 山 形 部 ２ の 数 は 、 前 記 軸 倍 角 ｎ Ｘ の ｎ と 同 一 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に よ る Ｖ Ｒ 型 レ ゾ ル バ の 輪 状 ロ ー タ コ ア 構 造 は 、 １ 個 の レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア を 複  
数 個 に 分 割 し て プ レ ス し て い る た め 、 従 来 、 そ の 回 転 中 心 に 形 成 さ れ て い た 回 転 軸 用 孔 を  
作 る た め の 材 料 を 捨 て る 必 要 が な く 、 材 料 の 無 駄 を な く し 、 省 コ ス ト 化 を 達 成 す る レ ゾ ル  
バ を 得 る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
１   レ ゾ ル バ 用 ロ ー タ コ ア



10

20

30

40

50

JP 2022-12638 A 2022.1.17(5)

１ ａ   ロ ー タ コ ア 片
２   山 形 部
１ １   回 転 軸 用 孔
２ ０   分 割 ロ ー タ コ ア
２ １   第 １ 接 続 部
２ ２   第 ２ 接 続 部
４ ０   第 １ 側 面
４ １   第 ２ 側 面
４ ２   凸 部
４ ３   凹 部
Ａ   矢 印
Ｐ   軸 心 （ 回 転 中 心 ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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